市政トピックス
●もし市長だったら…大崎の宝や未来を高校生が話し合いました
　　9月2日、市の未来像を語り合う、移動市長室「おおさき宝探し未来トーク」を開催しました。
　古川黎明中学校・高等学校の協力のもと、同校の文化祭にあわせて高校生4人の生徒をパネリストに迎え、市長とトークセッションを行いました。
　トークセッションでは、「大崎の良いところ・好きなところ」をさらに伸ばすための「しかけ」について、高校生ならではの発想で考えを発表してもらいました。
　「おいしいお米をもっとPRしたい。東海地方や四国地方など、東北になじみが薄い地方はどうか」「学生を対象とした市議会見学ツアーなど、若者の主権者教育に力を入れてはどうか」など、具体策がたくさん出されました。
　また、トークセッションの終盤では、「自分が市長だったら何ができるか、どうしたいか」をパネリストが発表。「若者世代に大崎の魅力をもっと知ってもらいたい。インスタグラム（写真共有アプリケーション）などを始める」「音楽フェスティバルを開催し、学生などにも地域活動への興味を持ってもらいたい」などの意見が出されました。
　市長は「高校生の皆さんが地域のことや行政に関心を持ち、さまざまな提案をいただいたことは大崎の宝、誇りであると感じている」と話しました。
　市では、今後も、市民皆さんと大崎の未来を一緒に考える機会を大切にしていきます。

●「U．S．A．大崎版」が完成！「湯ですぜ！」歌詞に大崎の魅力たっぷり
　　印象的な振り付けと詩やメロディーで流行している音楽グループ「DA PUMP」のヒット曲「U．S．A．」の大崎版動画が完成しました。
　この企画は古川地域出身で、音楽プロデューサーの小出一之 氏が、ヒット曲に乗せて地元大崎を元気にしようと本作（DA PUMP「U．S．A．」）の作詞家 shungo. 氏の協力を得て実現しました。「U．S．A．」を「湯ですぜ！」と言い換えたり、「世界農業遺産」や市の名所、名産品が組み込まれています。
　動画のメインは、古川工業高等学校ダンス部が曲に合わせて踊るシーンで、部員総勢約40人と大人数にもかかわらず、息のそろったダンスを披露しています。
　出演者やshungo. 氏をはじめ撮影、編集はすべて無償での有志で行われました。
　「U．S．A．大崎版」は、動画共有サービスYouTube（https://m.youtube.com/）
で9月後半から公開しています。皆さんもぜひ、市の魅力を見て聞いて楽しんでください。

[bookmark: _GoBack]●2018　9月の主な出来事
	1日
	●第64回全国こけし祭り・第28回鳴子漆器展（～2日）

	2日
	●（仮称）道の駅おおさき建設工事安全祈願祭
●移動市長室「おおさき宝探し未来トーク」

	6日
	●台風21号被害による田尻町への職員派遣（～8日）

	8日
	●第55回政宗公まつり（～9日）
●松山コスモス園開園（～10月8日）

	11日
	●大崎市議会第3回定例会（～10月5日）

	21日
	●秋の交通安全県民総ぐるみ運動（～30日）

	29日
	●鳴子音楽祭2018（～30日）






地域発　お・ら・ほ・の・ま・ち
自分の住む地域を「おらほ」というと，親しみや愛着を感じませんか。
おらほの地域づくり，おらほの隠れた名所，おらほのおいしい特産品，おらほの伝統のまつり，おらほのイベント・・・。
そんな，愛してやまない「おらほの地域」を発信します。

●田尻発　肉！食！フェスティバル！
　8月26日、おおさきジャンボ肉まつりinたじりが田尻総合体育館駐車場で開催されました。あいにくの雨模様でしたが、まつりを心待ちにした大勢の人たちが市内外から訪れてにぎわいました。
　定番となった「肉フェス」方式で、市内などの飲食店が大崎市産、県内産の牛肉と豚肉を使ったオリジナル料理を提供しました。来場者が目当てとするブースには長蛇の列ができ、やっとの思いで購入した肉料理をおいしそうに味わっていました。
　また、世界農業遺産認定を記念した地場産品コーナーでは、市内各地域の逸品が来場者の目を引いていました。

●鳴子温泉発　全国規模のこけしの祭典!
　8月31日～9月2日にかけて、第64回全国こけし祭り・第28回鳴子漆器展が鳴子温泉地域で開催されました。最近では「こけ女」（こけし好きの女性のこと）という言葉が聞かれる通り、お祭り期間中は女性客を含め多くの来場者でにぎわいました。祭りのメインイベントであるこけし制作実演展示即売では、工人が作成したこけしを来場者は手に取り、吟味して買い求めていました。
　9月1日の夜には、こけし祭りの名物となった張りぼてこけしに加え、今年からこけしの顔部分のみが張りぼてで作られた「顔ぼてこけし」も一緒に温泉街を練り歩き、お祭り参加者も来場者も一体となって雰囲気を楽しみました。また、その後に続いた万燈みこしも迫力十分で、観客はその熱気と興奮を味わっていました。

●岩出山発　時を越え、歴史がよみがえる！
9月8日・9日、岩出山南町商店街通りなどで、第55回政宗公まつりが開催されました。
　小雨が降る中にもかかわらず、メインイベントの「伊達武者行列」を見学しようと大勢の観客でにぎわいました。
　行列には約1,000人が参加し、地元幼稚園児の可愛らしいすずめ踊りや小・中学生の太鼓なども披露されました。
　今から400年以上も前の勇壮できらびやかな行列の再現は、訪れた観客の心を躍らせました
